










はじめに 

 乳児期の運動発達に何らかの問題をもつ子供の縦断的研究によると,(1)1 歳 5 か月まで

に始歩を達成した子供は,その多くが正常であり,精神遅滞となった一部の子供は行動異常

を伴っており,(2)1 歳 7 か月以降に始歩した子供の多くは精神遅滞もしくは CP であ

り,(3)1歳6か月に始歩した子供は正常と精神遅滞があいなかばする,という結果が得られ

た(田原 1981)。この研究は 24か月までについての追跡調査であったので,精神遅滞といっ

ても,まだ未分化な症状を示す段階のため,年長の精神遅滞児の症状との関連は明らかでな

かった。しかし,精神遅滞児に初期運動発達の早い群と遅い群の2群あることが示唆された。 

 そこで,本研究は,前年度より,症状が比較的分化し安定した学齢児について,初期運動発

達を遡及調査し,その現症との関連を検討してきた。前年度は,児童の現症を捉えるために,

保護者より初期運動発達とともに,現在の行動評定を質問紙により求め,さらに診断名など

関連する情報もたづねて,初期運動発達と行動特性の関連,初期運動発達と症状名との関連

を検討した。 

 その結果,初期運動発達(頸定,始歩)が早い群と遅い群があり,早い群は感覚上の問題を

もつ子供が多く,自閉傾向をもつ子供の多くがこの群に属する。一方ダウン症児は遅い群に

多く,感覚上の問題は少ない傾向が示唆された。 

 しかし,学童期になってから調査しているため,初期運動発達のデータにかなりの誤差が

含まれている可能性があるし,症状・症状名に関する回答は少なく,これらの資料を採取し

なおす必要があった。 

 そこで本年度は,幼児期の情報を得るために,児童相談所および当センターのカルテを検

索し,頸定,始歩などの初期運動発達に関する資料を採取するとともに,学童期の現症(診断

名,症状の記載など)に関する資料および,精神発達検査・知能検査の資料を採取し,専門家

の記録から検討することを目的とした。あわせて,前年度に回収した質問紙の検討も行なっ

た。 


